
町内には多くの文化財がありますが、文化財

の中で重要なものについて町指定文化財として

指定し保護、保存を図っています。これまでに

東粂原の獅子舞や西光院の朱印状など 21 件の

文化財が指定されています。

今回、新たに指定となったものは、現在、町

内で確認されている円空仏 12 体です。それら

は、江戸時代前半、円空という僧によって彫ら

れた像です。

円空は、寛永9年（1632）美濃国（岐阜県）

に生まれました。前半生の様子を伝えるものは

ありませんが、1600年代後半、中部、関東、東

北そして北海道の地まで廻り、それまでの仏像

彫刻では見られなかったいわゆる「鉈彫り」と

呼ばれる木切れを利用した独特の仏像や神像を

作りました。その数は１２万体とも言われてい

ますが、現在残っているのはわずかです。埼玉

県は、岐阜県や愛知県に次いで多く残されてい

ます。ことに宮代町を始め春日部市、さいたま

市岩槻区、蓮田市、越谷市といった県東部地区

に多くの像が残されています。おそらく日光街

道、日光御成道筋にあたることから、多いもの

と考えられています。

これらの円空仏は独特の表現をもち、同じも

のはないといわれています。こうした特徴を持

った像の一つとして、また、各地を廻った円空

の足跡の一端を知る資料として貴重であること

から、今回町内で確認されている円空仏 12 体

が新たに町指定文化財として指定されました。

なお、町内の円空仏は御成道沿いに多く、小型

のものが多いという地域性を持っています。

今回指定されたのは、以下のとおりです。
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※埼玉県立歴史と民俗の博物館 2011「特別展 円空 心を刻む ―埼

玉の諸像を中心にー」引用・参考



平成24 年5 月6 日（日）まで、宮代町郷土資

料館では、「企画展 道仏北遺跡発掘出土品展Ⅱ」を

開催しています。

道仏北遺跡では平成15・17・18～１９・20・

21・22 年度と 6 回にわたり発掘調査が行われて

きました。今回の企画展は平成20年度に行われた、

4回目の発掘調査で出土した遺物を紹介するもので

す。

平成20 年度の調査は9 月に試掘調査を実施し、

遺跡であることが初めて確認されました。10 月か

ら翌年の2月にかけては発掘調査が実施され、縄文

時代早期後半（約 7,000 年前）から中期初頭（約

4,700年前）にかけての「縄文ムラ」があったこと

が、分かりました。2月15日には遺跡の現地説明

会が開催され、宮代町民や周辺自治体の住民約170

名が参加されました。

道仏北遺跡では、18 軒の住居跡が発掘されてい

ますが、最も多くの住居跡が発掘されている時代は

縄文時代前期中葉（約5,400年前）です。計6軒

の住居跡が発掘されました。この時代の有名な遺跡

としては蓮田市の黒浜貝塚がありますが、道仏北遺

跡は黒浜貝塚より若干古めの土器が出土しており、

黒浜貝塚でもあまり出土しない時期の土器であるた

め貴重といえます。

この他、縄文時代前期終末（約 4,800 年前）と

中期初頭（約 4,700 年前）の集落も発掘されまし

た。両時代とも埼玉県はもとより、日本全国でもそ

う多くは検出されない時期のもので非常に貴重とい

えます。

道仏北遺跡で集落が営まれていた時代、宮代町に

まで東京湾がおよんでおり、一般的に奥東京湾と言

われています。道仏北遺跡は海沿いのムラでした。

イメージ的には遠浅の潮干狩りが出来る海というよ

りは、標高7.2ｍの高台に集落を営み、5～10ｍ程

下の低地に海が広がっていた状態であったと推定さ

れます。

展示風景

縄文時代前期中葉の土器 縄文時代中期初頭の土器

第10号住居跡。奥が第7号住居跡。いずれも

縄文時代中期中葉（約5,400年前）

企画展 道仏北遺跡発掘出土品展Ⅱ



宮代町郷土資料館では、平成24年5月12日か

ら7月8日にかけて、宮代紀行の第2回目として「山

崎地区を行く」が開催されます。

山崎地区は、旧石器時代約 2 万年前から人々の足

跡が見られます。さらに山崎遺跡等で縄文時代草創

期から後期(12,000～3,500 年前)にかけての遺物

や住居跡などの遺構が発掘され、古墳時代には埼玉

県最古の鍛冶工房跡が発掘されています。こうした、

山崎地区で発掘された貴重な土器や石器、鍛冶工房

の遺物等を展示します。また、発掘された中世の板

石塔婆や近世の陶器等の遺物もあわせて展示し、当

時の暮しの一端を紹介します。

また、江戸時代の村の様子や、重殿社、神明社な

どの社寺や地区の年中行事、山崎地区にある「緑の

トラスト保全第5号地」、笠原沼のホッツケなど、こ

うした山崎地区の歴史や文化財について古文書や写

真などから見てゆきたいと思います。是非ご覧くだ

さい。

10月29日 特別展「宮代の信仰」（12月25日まで）

12月4日 特別展関連講座「宮代の信仰」

12月4日 クリーンウォーキング職員派遣

12月7日 岩槻歴史の学習会見学（28名）

1月7日 巡回展「わがまちの宝物2」（2月26日まで）

1月25日 高野台小学校3年生社会科見学（43名）

1月27日 西光院遺跡試掘調査

2月2日 百間小学校3年生総合学習（93名）

2月8日 須賀小学校3年生総合学習（78名）

2月10日 東小学校3年生社会科見学（47名）

2月11・12日 郷土史講座（古文書に見る宮代の歴史）

2月24日 笠原小学校3年生社会科見学（45名）

2月25・26日 郷土史講座（古文書に見る宮代の歴史）

3月3日 企画展「道仏北遺跡発掘出土品展Ⅱ」（5月6日まで）

重殿社付近(昭和46年)

菅井英樹氏 町民まつり等ビデオ他

斎藤 孚氏 民具

羽鳥浩光氏 民具

唐沢捷一氏 例規集

松井俊雄氏 民具

鈴木正男氏 民具

小山朋夫氏 雛人形
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